
◆ 活動の成果 ◆ 

自分は絵がヘタと思っている人が、夢中で手を動かしたくなるような自由

で楽しい内容となりました。本人の自主性にまかせ、何色を使っても、どの様

に描いても、それはその人の個性として認めることにより、その人のその時の

感情や気持ちを素直に表現することができました。 

一人一人の作品にはその人の個性が表現されており、また参加者全員がと

てもにこやかで、おだやかな表情が見られました。自分の作品を見ると楽しい

気分を思い出すと言う人もいました。また、ご家族から「母のこんな笑顔を見

るのは久しぶりです」「こんな素敵な絵が描けるとは思ってもいなかった」な

ど家庭での会話が盛り上がったとの報告もありました。職員からも情緒が不

安定な方や気難しい方が落ち着きが出てきたとか、自分から話をするように

なってきたとの声があがっています。 

普段見られない様な笑顔や、集中して作業をする事などいろいろな面が観

察され個別支援の一助となっています。 

 

◆ アピールポイント ◆ 

日々の生活の中に笑顔を取り戻し、生きる意欲がわいてくる取り組みとし

て、現在行っている地域貢献事業と関連づけながら活動しています。 

当法人が従来行っている地域貢献事業に芸術療法を加える事により、参加

者同士のコミュニケーションが活発になり、地域の方々の参加者が多くなり

ました。地域とのつながりを生かす事で、地域ボランティア協会や民生児童

委員との連携がスムーズにでき、活動の輪が益々広がっています。 

また、市の地域包括センターとの連携により、社会福祉法人の機動力や発

信力を生かして高齢者、障がい者、児童生徒など幅広い分野の人が体験する

機会が増えました。 

介護専門職がサポートすることにより、個々の状況に応じた支援が行え、

必要なサービスへの橋渡しとなり、家族とコミュニケーションできる場がつ

くれるようになりました。 

協力関係にある他法人や NPO からも実施依頼があり、今後益々この事業活動

に広がりが期待できます。 

 

住 所
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経 営 理 念

〒 804-0064
福岡県北九州市戸畑区沖台 2-4-8
093-884-1500
https://www.kitaiku.com

地域課題を解決する農福連携への取り組み
～社会福祉法人としての実践～

社会福祉法人　北九州市手をつなぐ育成会（福岡県）

事 業 内 容
及 び 定 員

収 入
（法人全体）
平成 29 年度決算

①社会福祉事業 2,754,869,258 円
②公益事業 81,661,806 円
③収益事業 5,479,259 円

就労移行支援事業　　　 44 人
就労継続支援Ｂ型事業　246 人
就労継続支援Ａ型事業　 54 人
通所型自立訓練　       18 人
宿泊型自立訓練　       56 人
生活介護事業　        273 人
施設入所支援事業　     30 人
グループホーム　　　　201 人
短期入所　　　　　　　 18 人
放課後等デイサービス　 60 人　　
合計　　　　　　　  1,000 人
【北九州市内　32事業所　グループホーム 39箇所】

多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意
工夫することにより、利用者が個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社
会において営むことができるように支援すること、及び、児童福祉事業において
は児童の健やかな育成を図ること、併せて、障害のある人もない人も互いに尊重
し合う共生社会の実現を目指します。

〒 804-0064
福岡県北九州市戸畑区沖台 2-4-8
093-884-1500
https://www.kitaiku.com

職 員 数
（法人全体）

470 名（非常勤含む） 
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当 面 す る
経 営 課 題

第 4次中期経営計画
（平成 30年 4月 1日～平成 35年 3月 31 日）
4つの基本戦略
・良質かつ安全なサービス提供の実現
・地域における公益的な取り組みの強化
・人材育成の強化と良質な人材の確保
・公正かつ透明性の高い経営を可能にする基盤の確立
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取り組みの背景

北九州市における農業就業⼈⼝と作付⾯積の減少
北九州市での障害者数（平成29年3⽉末）

⾝体障害者 51,318 ⼈
知的障害者 10,273 ⼈
精神障害者 14,908 ⼈

当法⼈の規模
27事業所、11事業の障害福祉サービスを提供

地域課題を解決する農福連携の取り組み
～社会福祉法人として実践～

社会福祉法人 北九州市手をつなぐ育成会
農福連携プロジェクト

富永 英伸 松﨑 泰典 岩倉 聡 小松 啓子

173

2018080693-全社協-経営実践事例集Ｘ-本文02.indd   173 2018/09/11   14:26:36



活動経過

平成28年5月

（社福）北九州市手をつなぐ育成会

八幡西障害者地域活動センターにお

いて、野菜作りを開始、地域の住民

の協力のもと農地を拡大

平成29年9月

北九州市八幡西区下畑の農地へと拡大

平成30年6月

もち米作りを開始

取り組みの目的

北九州市全域で事業展開する法⼈のマスメリットを⽣
かすことで下記の⽬的を達成する

障害のある⼈の⼯賃の向上につなぐ
障害のある⼈と地域の⾼齢者、⼦ども、⽣活困窮者
などとの交流を通して、地域課題の解決に貢献する

障害のある⼈中⼼の農業を展開することで、農業就
業⼈⼝や作付⾯積の減少への改善を図る
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Ⅱ 営業活動

（１）法人食事サービスへの活用

安心安全な食材提供

（２）加工品開発

試作品を製品化する技術力の取得

（３）販路の拡大

法人内販売から一般市場へ

3ヶ年計画による主な事業展開
（平成30年度～平成32年度）

Ⅰ 環境整備

（１）自然栽培

農薬・化学肥料を使用しない栽培

（２）平成30年度農山漁村振興交付金 採択

下畑農地の作業環境の整備

（３）農地拡大

北九州市内の休耕地を活用
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法人における農福連携の取り組みが新聞に紹介
～幼稚園児を招いてじゃがいも掘り～

毎日新聞 2018.8.15

Ⅲ 地域交流

（１）農福マルシェ等への参加

自然栽培のPR活動と販促効果

（２）地域住民との交流

幼児、⼩学⽣、中・⾼⽣、⾼齢者など多様な
⼈たちが農地に集まる継続的な取り組み
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当法人が農福連携に取り組んで2年4ヶ月が経過し、

障害のある人が関わることの有効性を確信できた

農地の拡大、販売促進を進め、より多くの障害のある
人の働く場を広げ、さらには、地域住民と障害のある
人が集うことができる場所となることを目指して、法
人全力で取り組んでいく

「基盤作り」から「拡大・充実期」へ

農福連携により感じている効果

工程分析により、年齢、障害の程度を問わずに利用
者が関われている

農地を拡大させることで、利用者と地元住民との交
流が広がり、障害者理解が深まっている

安心・安全な土に触れ、利用者に主体性が生まれ、
表情にも生き生きとした変化がみられている
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